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支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
支
部
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
角
度
で
の
情
報
が
必
要
と
な
る
中
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
得
る
機
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で

情
報
を
咀
嚼
し
、
前
進
の
た
め
の
力
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
「
伝
統
の
継
承
」
で
す
。
京
橋
支
部
の
90
年
の
歴
史
の

中
で
、
積
み
上
げ
て
き
た
伝
統
は
、
我
々
が
継
承
し
て
行
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
先
達
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を
し
っ
か
り

と
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
時
代
が
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
く
中
で
、

伝
統
の
重
み
が
作
り
え
た
、
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
事
を
次
世

代
へ
継
承
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
「
親
睦
」
で
す
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
仲
間
の

力
を
作
る
事
で
す
。
一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
事
、
一
人
で
は

解
決
で
き
な
い
事
の
多
く
に
直
面
す
る
中
で
、
仲
間
を
作
る
事

の
大
切
さ
は
、
支
部
90
年
歴
史
の
伝
統
に
も
あ
る
事
で
す
。
私

は
、
多
く
の
方
と
親
睦
を
図
り
仲
間
を
作
る
こ
と
は
、
経
営
者

と
し
て
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
支
部
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
親
睦
の
機
会
を
な
る
べ
く
多
く
設
け
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
と
親
交
を
得
る
機
会
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
執
行
部
、
地
区
長
の
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
、
微
力
な
が
ら
100
周
年
に
向
け
た
第
一
歩
に

な
る
、
91
年
目
の
伝
統
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

支
部
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
、
支
部
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
支
部
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
支
部
総
会
に
て
、
支
部
長
の
職
を
拝
命
し
緊
張
感

を
持
っ
て
努
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
昨
年
度
の
京
橋
支
部
90
周
年
に
て
、
京
橋
の
歴
史
に
触

れ
る
機
会
を
得
、
伝
統
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
就
任
に
な
り

ま
し
た
。

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
ど

こ
に
向
か
っ
て
支
部
運
営
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
支

部
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
前
進
を
す
る
か
、
悩
み
な
が
ら
の
前
進

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、「
情
報
の
発
信
」「
伝
統
の
継
承
」

「
親
睦
」
の
３
つ
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
上

げ
、
支
部
運
営
に

努
め
て
い
き
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
に
簡
単
に
ご

説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
ず
「
情
報
の

発
信
」
で
す
が
、

業
界
の
変
革
の
渦

の
中
で
、
多
く
の

情
報
を
得
る
こ
と

は
、
非
常
に
大
切
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東
京
都
印
刷
工
業
組
合
京
橋
支
部
は
、
５
月
22
日
夕
、
東
京
・
中
央
区

の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
平
成
26
年
通
常
総

会
を
開
き
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
同
収
支
決
算
報
告
、
平
成
26
年
度
事

業
計
画
（
案
）
同
収
支
予
算
（
案
）
を
審
議
、
原
案
ど
お
り
承
認
す
る
と

と
も
に
、
新
支
部
長
に
白
橋
明
夫
氏
（
㈱
白
橋
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

総
会
は
加
賀
美
健
二
副
支
部
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
森
山
支

部
長
が
「
振
り
返
る
と
、
中
央
区
工
団
連
50
周
年
や
支
部
90
周
年
な
ど
大

き
な
事
業
が
あ
り
、支
部
長
在
任
の
２
年
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

新
し
い
支
部
長
は
、
私
と
は
ま
た
違
っ
た
感
覚
・
感
性
で
舵
取
り
を
す
る

だ
ろ
う
。
今
後
は
側
面
か
ら
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

議
事
で
は
上
程
議
案
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
。
平
成
26
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
経
営
革
新
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
対
策
、
環
境
・
労
務
対
策
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
推

進
、
さ
ら
に
第
18
回
中
央
区
産
業
文
化
展
へ
の
協
力
・
参
加
な
ど
、
支
部

組
合
員
が
再
成
長
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
。

次
期
役
員
に
つ
い
て
は
、
推
薦
委

員
会
の
田
畠
一
彌
委
員
長
が
発
表
し

た
白
橋
支
部
長
候
補
者
ら
８
人
を
満

場
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
白
橋
支
部
長

は
、「
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
、
38

人
の
歴
代
支
部
長
が
バ
ト
ン
を
つ
な

平成 26年通常総会開催
2014.5.22

平
成
26
年 

通
常
総
会 

開
催

ぎ
、
そ
れ
を
い
ま
私
が
受
け
継
い
だ
。
事
業
を
行
う
た
び
に
、
ま
す
ま
す

重
み
を
感
じ
る
と
思
う
。
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
100
周
年
に
向
け
て
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
。新
役
員
と
と
も
に
、２
年
間
し
っ
か
り
と
責
務
を
ま
っ

と
う
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

［
平
成
26
・
27
年
度
役
員
］

支
部
長
＝
白
橋
明
夫

副
支
部
長
＝�

金
山
智
一
（
金
山
印
刷
㈱
）、永
井
博
（
永
井
印
刷
工
業
㈱
）、

新
井
修
次
（
研
友
社
印
刷
㈱
）、
濱
野
秀
世
（
㈱
三
田
村
印

刷
所
）、
鈴
木
隆
（
㈱
進
和
堂
印
刷
所
）

監
　
　
査
＝
小
宮
山
貴
史
（
小
宮
山
印
刷
㈱
）、森
山
照
明
（
㈱
森
山
印
刷
）
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６
月
26
日
に
新
富
の
日
本
印
刷
会
館
に
於
い
て
、「
タ
ニ
タ
式
経
営
の

秘
密
」
と
題
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

他
支
部
や
関
連
業
界
及
び
商
工
会
議
所
中
央
支
部
会
員
に
も
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
し
、
約
100
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

白
橋
明
夫
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
谷
田
昭
吾
講
師
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
オ

ン
ラ
イ
ン
㈱
社
長
）
が
体
重
計
メ
ー
カ
ー
か
ら
体
重
そ
の
も
の
に
コ
ン
セ

プ
ト
を
移
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
、
体
脂
肪
計
開
発
、
さ
ら

に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

の
栄
養
管
理
士
を
配
属
し
て

「
タ
ニ
タ
食
堂
」
を
誕
生
さ

せ
た
先
代
社
長
の
思
い
や
、

「
タ
ニ
タ
」
独
自
の
経
営
哲

学
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
中
に
簡
単
な

イ
メ
ー
ジ
ド
リ
ル
の
演
習
と

発
表
が
あ
り
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

「
タ
ニ
タ
式
経
営
の
秘
密
」

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

セミナー開催
2014.6.26
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永
井
印
刷
工
業
㈱　

永
井
　
博

㈱
山
櫻
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
11
月
19
日
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
様

に
よ
る
熱
帯
雨
林
の
現
状
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
制
度
の
紹
介
、
印
刷
物
の

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
様
の
ご
担
当
者
を
お
招
き
し
て

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
㈱
山
櫻�
髙
崎
常
務
よ
り
今
回
の
開
催
経
緯
の
説
明
と

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
白
橋
支
部
長
よ
り
、
今
回
は
印
刷
物
を
使

用
す
る
立
場
か
ら
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
話
が
直
接
聞
け
る
い
い

チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
と
の
感
謝
を
述
べ
、
そ
の
後
セ
ミ
ナ
ー
に
入
り

ま
し
た
。

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン　

自
然
保
護
室�

古
澤
様
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
の
熱
帯
雨
林
が
、
年
間
一
、三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
て
い
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全

と
気
候
変
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
写
真
を
交
え
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
制
度
の
紹
介
に
続

き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
企
業
イ

メ
ー
ジ
を
意
識
す
る
、
国
内
大
手
企
業

を
中
心
に
「
持
続
可
能
な
紙
利
用
の
た

め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
設
立
さ
れ

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
三
井
住
友
信
託
銀
行�

総
務

部�

丸
山
様
よ
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

活
動
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京
橋
支
部
「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

価
格
の
安
い
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
の
一

部
は
、
熱
帯
雨
林
な
ど
を
破
壊
し
た
パ

ル
プ
を
原
料
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
り
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
森
林
を

認
証
し
、
持
続
的
な
資
源
を
利
用
す
る

制
度
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
積
極
的

に
利
用
し
重
大
な
環
境
・
社
会
的
問
題

に
関
わ
る
事
業
者
の
製
品
を
使
用
し
な

い
方
針
の
も
と
、
各
社
が
行
動
計
画
を

作
っ
て
実
践
し
始
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

銀
行
業
務
は
、「
紙
で
始
ま
り
紙
で

終
わ
る
業
務
」
で
あ
る
と
の
興
味
深
い

話
が
あ
り
、
ま
た
別
の
面
で
も
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
生
活
に
お
い
て
紙
の
な
い
社
会
は
現
実
的
に
考
え
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

紙
調
達
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
印
刷
業
社
等
）
へ
の
期
待
と
要
望

と
し
て
、
紙
の
材
料
が
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
加
工
さ

れ
て
い
る
の
か
、
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
業
者
が
非
常
に
多
い
と
の
ご
指

摘
と
、「
今
後
環
境
に
配
慮
し
た
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
の

質
問
に
速
や
か
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
と
の

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
㈱
山
櫻�

市
瀬
社
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
平
成
20
年
の

製
紙
メ
ー
カ
ー
の
古
紙
配
合
偽
装
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
と
き
の
印
刷

業
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
、
会
社
の
方
針
で
環
境
対
応
を
前
面
に
出

す
機
会
に
な
っ
た
、
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
へ
の
配
慮
が
社
会
問
題
化
し
、
業
界
と
し
て
取
り
組
み
始
め
何
年

も
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
環
境
問
題
に
企
業
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む

大
事
さ
と
社
会
に
対
す
る
影
響
力
を
実
感
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

環境セミナー開催
2014.11.19
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新春の集い
2015.1.20

新
春
の
集
い

１
月
20
日
午
後
６
時
か
ら
、
東
京
・
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に
127
人

の
参
加
者
を
集
め
て
新
春
の
集
い
を
開
き
、
結
束
を
強
め
ま
し
た
。

集
い
は
金
山
智
一
副
支
部
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
新
井
修
次
副
支
部

長
の
辞
で
開
会
。
白
橋
支
部
長
が
新
執
行
部
へ
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら

年
頭
あ
い
さ
つ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
述
べ
ま
し
た
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
う
方
も
あ
る
。
し
か
し
わ

れ
わ
れ
の
業
界
や
中
小
企
業
に
は
ま
だ
そ
の
風
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
始
ま
っ
て
き
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
ん
で
く
る
と
い
う
方
も
あ
る
。
そ
の
通
り
だ
と

思
う
。
私
な
り
の
理
解
で
は
、
今
年
は
新
し
い
風
が
吹
く
年
に
な
る
。
京

橋
支
部
と
し
て
は
そ
の
風
を
感
じ
、
掴
ん
で
、
推
進
力
に
す
べ
く
、
施
策

を
す
す
め
た
い
。
そ
れ
に
は
、
情
報
発
信
、
伝
統
の
継
承
、
親
睦
の
３
つ

を
愚
直
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
唯
一
無
二
の
手
段
だ
ろ
う
と
信

じ
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
京
橋

支
部
は
総
会
時
点
で
は
110
社
だ
っ
た
。
１
年
で
７
社
の
新
し
い
仲
間
が
加

わ
っ
た
。
117
社
で
し
っ
か
り
前
進
し
て
い
き
た
い
。
も
の
の
本
に
は
羊
は

団
体
で
か
た
ま
っ
て
進
む
こ
と
が
得
意
な
動
物
だ
と
あ
る
。
未
年
に
あ
や

か
っ
て
結
束
し
て
前
進
し
て
い
き
た
い
。
支
部
員
、
協
力
会
社
の
皆
様
に

は
推
進
力
、
風
を
つ
か
む
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

来
賓
祝
辞
で
は
矢
田
美
英
中
央
区
長
が
「
地
場
産
業
と
し
て
大
い
に
発

展
し
て
も
ら
い
、
力
を
合
わ
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
中
央
区
の
黄
金
時
代
を
築
き
た
い
」、
森
山
照
明
中
央
区
工
団
連
会

長
が
「
羊
辛
抱
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
団
結
し
て
辛
抱
の
一
年
を
乗
り

越
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

関
連
会
社
代
表
の
持
田
訓
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
田
畠
一
彌
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

京
青
会
に
よ
る
福
引
を
楽
し
み
歓
談
の
続
く
な
か
、
松
川
昭
義
顧
問
の

中
締
め
、
濱
野
秀
世
副
支
部
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
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▽
平
成
26
年

４
月
10
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

４
月
17
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
Ｆ

５
月
８
日
㈭　

新
・
旧
部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
の

会於
・
山
形
山
　
月
島
店

５
月
15
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
16
日
㈮　

本
部
「
総
代
会
」

於
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

５
月
19
日
㈪　

日
本
橋
支
部
「
定
時
総
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

５
月
22
日
㈭　

平
成
26
年
通
常
総
会
次
第

於
・
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ

テ
ル

司
会
　
加
賀
美
副
支
部
長

１
、　

開
会
の
こ
と
ば

２
、　

挨　
　
　
　

拶

森
山
支
部
長

３
、　

議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
出

４
、　

議　
　
　

事

第
１
号
議
案
　
平
成
25
年
度
事
業
報
告

永
井
副
支
部
長

支
部
の
動
き

第
２
号
議
案
　
平
成
25
年
度
収
支
決
算
報
告

白
橋
副
支
部
長

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
会
計
監
査
報
告

小
宮
山
・
金
山
監
査

第
３
号
議
案
　
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）

永
井
副
支
部
長

第
４
号
議
案
　
平
成
26
年
度
収
支
予
算
（
案
）

白
橋
副
支
部
長

第
５
号
議
案
　
次
期
役
員
の
承
認

推
薦
委
員
会
　
田
畠
一
彌
委
員
長

５
、　

新
支
部
長
挨
拶

６
、　

議
長
お
よ
び
副
議
長
の
解
任

７
、　

来　

賓　

紹　

介

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長

佐
竹
　
一
郎
様

中
央
区
長

矢
田
　
美
英
様

中
央
区
議
会
議
長

原
田
　
賢
一
様

中
央
区
区
民
部
長

新
治
　
　
満
様

中
央
区
区
民
部
商
工
観
光
課
課
長

田
中
　
智
彦
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

水
野
　
雅
生
様

中
央
区
商
工
観
光
団
体
合
同
事
務
局
長

土
屋
　
篤
志
様

東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
事
務
局
長

蓮
池
　
秀
夫
様

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
日
本
橋
支
部
長

中
庭
　
藤
夫
様

東
京
都
製
本
工
業
組
合
京
橋
支
部
支
部
長

橋
本
　
勝
政
様

中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
専
務
理
事谷

島
　
　
豊
様

８
、　

来　

賓　

挨　

拶

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長

佐
竹
　
一
郎
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

水
野
　
雅
生
様

９
、　

閉
会
の
こ
と
ば

宇
野
副
支
部
長

------------------------------------------------------------------

懇
親
会
次
第
（
19
時
15
分
開
宴
予
定
）

進
行
　
金
山
副
支
部
長

新
支
部
長
挨
拶

新
役
員
紹
介

来
賓
代
表
挨
拶

　
中
央
区
長

矢
田
　
美
英
様

関
連
会
社
代
表
挨
拶

　
㈱
山
櫻
　
代
表
取
締
役
社
長

市
瀬
　
豊
和
様

新
役
員
紹
介

乾
　
　
　
杯

　
京
橋
支
部
相
談
役

松
川
　
昭
義
様

―
―
　
歓
　
　
談
　
―
―

京
青
会
紹
介

関
連
会
社
紹
介

支部の動き
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中
　
　
　
締

　
京
橋
支
部
顧
問

松
岡
誠
一
郎
様

閉
会
の
挨
拶

５
月
27
日
㈫　

中
央
厚
生
事
協
「
通
常
総
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

５
月
28
日
㈬　

第
１
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
28
日
㈬　

東
京
都
製
本
工
業
組
合
京
橋
支
部
「
通

常
総
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

６
月
５
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
Ｆ

６
月
12
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

６
月
25
日
㈬　

第
２
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

６
月
26
日
㈭　

講
演
会
「
タ
ニ
タ
式
経
営
の
秘
密
」

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
Ｆ

７
月
２
日
㈬　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

於
・
宮
川
本
店

７
月
３
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
Ｆ

７
月
22
日
㈫　

拡
大
幹
事
会

於
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
ラ
イ
オ
ン
銀
座
７
丁
目
店

７
月
23
日
㈬　

第
３
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

９
月
６
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
Ｆ

９
月
11
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

９
月
24
日
㈬　

第
４
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

10
月
１
日
㈬　

本
部
「
敬
老
の
集
い
」

於
・
明
治
記
念
館

10
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

10
月
４
日
㈯　

京
橋
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

於
・
千
代
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

10
月
９
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

10
月
22
日
㈬　

第
５
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
２
〜
５
日
㈰　

第
18
回
中
央
区
産
業
文
化
展
（
へ

そ
展
）

於
・
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
グ
ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー

11
月
６
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

11
月
13
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
19
日
㈬　

第
６
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
19
日
㈬　

京
橋
支
部
環
境
セ
ミ
ナ
ー

於
・
㈱
山
櫻
５
階

12
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

12
月
５
日
㈮　

京
橋
支
部
「
拡
大
幹
事
会
」

於
・
銀
座
東
武
ホ
テ
ル

12
月
10
日
㈬　

第
７
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
３
階

12
月
17
日
㈬　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

於
・
美
々
卯
　
京
橋
店

▽
平
成
27
年

１
月
９
日
㈮　

工
団
連
「
新
年
初
顔
合
せ
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

１
月
13
日
㈫　

本
部
「
新
春
の
集
い
」

於
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

１
月
15
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

１
月
20
日
㈫　

京
橋
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」

於
・
第
一
ホ
テ
ル
東
京

司
会
　
副
支
部
長
　
金
山
　
智
一

◯
開
会
辞

副
支
部
長
　
新
井
　
修
次

◯
年
頭
挨
拶

支
部
長
　
白
橋
　
明
夫

◯
来
賓
紹
介

支部の動き
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◯
来
賓
祝
辞

中
央
区
長

矢
田
　
美
英
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

森
山
　
照
明
様

◯
関
連
会
社
出
席
者
紹
介

◯
関
連
会
社
代
表
祝
辞

㈱
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
代
表
取
締
役
社
長

持
田
　
　
訓
様

◯
祝
賀
会
・
開
宴

◯
乾　

杯
京
橋
支
部
　
顧
問

田
畠
　
一
彌
様

◯
福　

引

京
青
会

◯
中
締
め
・
挨
拶

京
橋
支
部
　
相
談
役

松
川
　
昭
義
様

◯
閉
会
の
辞

副
支
部
長
　
濱
野
　
秀
世

１
月
21
日
㈬　

第
８
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
５
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

２
月
18
日
㈬　

中
央
区
中
小
企
業
工
業
関
係
者
表
彰
式

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

２
月
19
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
25
日
㈬　

第
９
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
５
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

３
月
12
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
19
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

３
月
25
日
㈬　

第
10
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

弔
事
報
告

弔
　
事

▼
銀
座
地
区

　
東
京
印
刷
㈱
社
長
ご
母
堂

　
石
田
　
醇
子
殿 

５
月

▼
八
丁
堀
地
区

　
㈱
相
互
美
術
印
刷
本
社
社
長
ご
母
堂

　
小
倉
智
恵
子
殿 

12
月

支
部
員
の
異
動

○
新
加
入
組
合
員　

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在

・
銀
座
地
区

　
㈱
ク
レ
ス
ト
ア
イ 

７
月

・
八
丁
堀
地
区

　
㈱
研
美
社 

７
月

・
月
島
地
区

　
㈱
マ
ル
企
画 

７
月

・
湊
地
区

　
泉
シ
ー
ル
印
刷
㈱ 

８
月

・
銀
座
地
区

　
㈲
三
産
業 

９
月

・
新
富
地
区

　
エ
ク
セ
ル
ア
ー
ト
㈱ 

11
月

・
京
橋
地
区

　
㈱
眞
興
社
（
山
之
手
支
部
か
ら
移
動
）

○
社
名
変
更

・ 

新
川
地
区
　

　 

中
日
本
印
刷
㈱
東
京
支
社
は
㈱
ア
イ
ワ
ッ
ト
東

京
支
社
に
代
表
者
は
今
井
　
秀
樹
様
と
な
り
ま

し
た
。

支部の動き




